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Optical correlator-based ultra-high-speed data retrieval system
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	１．まえがき
	従来のデジタルコンピュータでは、超大容量データとのマッチング計算においては2次記憶メモリからの転送速度がボトルネックとなってしまう．本研究においては、超高速相関機能（100Gbps以上の転送速度と画像相関速度）を持つ光相関デバイス、およびそれを活用したデータ検索システムを研究開発する．特に多様なデータ入力を可能にする前処理・特徴抽出・検索アルゴリズムを構築し、実験により実証する．さらに様々なシステムと複合を容易にするためデバイスインターフェイスの共通化に関して、新たに提案する符号化（データ変換）技...
	２．研究開発内容及び成果
	本研究開発では、下記に示す5つの成果を得た。
	２.５　Ecma Internationalに国際標準化提案
	Ecma TC31会議で、光相関用Device Interfaceのプロジェクトの提案が承認され、2018年3月のTC31会議で、規格文書の目次提案が承認された。今後、Ecma総会で規格承認へ向けて進む予定である。Ecma InternationalとはISO、IEC、ITUに準じた国際標準化機関である。
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
	光相関器では、相関演算に用途が限定されるものの、従来の技術に比べ圧倒的に高速な転送速度を持つため、大規模データとのマッチング計算を高速に低コスト（低消費電力）で実施可能である．そのため、本研究成果は、大規模なデータベースとのパターンマッチングを必要とする、大規模画像・映像識別、ゲノム解析などへの展開が期待される．さらにはゴーストイメージングにおける相関処理部への適用、大容量データ処理・蓄積・分析に利用される並列分散処理への導入も期待できる．
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